
いわき市議会だより

主な掲載内容（令和６年７月定例会）
定例会の概要� ２
委員会審査� ４
討論・賛否の状況・決算の認定� ５

一般質問� ６
表紙写真・編集後記� 11
委員会からの提言・報告� 12

本年９月末の議員任期満了を迎え� 12

ほうれんそう／ほうこく・れんらく・そうだんの意味と、ほうれんそうから連想する「パワー」から活力ある議会活動をイメージしています。
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定
例
会
の
概
要

委
員
会
審
査

討
論・賛
否
の
状
況・決
算
の
認
定

一

般

質

問

一
般
質
問
・
お
知
ら
せ

お

知

ら

せ

3 2

条

例

制

定

◆
い
わ
き
市
宅
地
造
成
及
び
特
定

盛
土
等
規
制
法
関
係
手
数
料
条
例

の
制
定

　
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規

制
法
の
規
定
に
よ
り
行
う
事
務
に

つ
い
て
徴
収
す
る
手
数
料
に
関
し

必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、
本

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

【
主
な
制
定
内
容
】

〇
手
数
料

　
規
制
区
域
内
に
お
け
る
宅
地
造

成
、
特
定
盛
土
等
ま
た
は
土
石
の

堆
積
に
関
す
る
工
事
の
許
可
の
申

請
及
び
工
事
の
変
更
の
許
可
の
申

請
に
対
す
る
審
査
に
係
る
手
数
料

の
額
を
規
定
す
る
。

いわき市宅地造成及び特定盛土等規制法関係手数料いわき市宅地造成及び特定盛土等規制法関係手数料
条例の制定条例の制定などなど 16議案 16議案等を等を可決・認定・同意可決・認定・同意

　
令
和
６
年
７
月
定
例
会
は
、
７
月
18
日
か
ら
８
月
２
日
ま
で
の
16
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
会
議
初
日
に
、
市
長
か
ら
、
条
例
の
制
定
案
１
件
、
改
正
案
２
件
、
補
正
予
算
案
１
件
及
び
決
算
の

認
定
６
件
な
ど
、
計
13
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
主
な
提
出
議
案
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、

市
政
を
取
り
巻
く
諸
問
題
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
終
日
に
は
、
市
長
か
ら
、
人
事
案
２
件
及
び
諮
問
１
件
が
追
加
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
議
案
等
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
の
概
要

条

例

改

正

◆
い
わ
き
市
自
転
車
等
駐
車
場
条

例
の
改
正

　
い
わ
き
駅
並
木
通
り
地
区
第
一

種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
施
行
に

あ
た
り
、
令
和
３
年
３
月
に
廃
止

し
た
い
わ
き
駅
前
西
自
転
車
専
用

駐
車
場
に
替
わ
る
施
設
と
し
て
、

新
た
に
次
の
駐
車
場
を
設
置
す
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

【
改
正
内
容
】

１
　
名
称
及
び
位
置
の
追
加

　
・
名
称
　
い
わ
き
市
並
木
の
杜

　
　
　
　
　
自
転
車
専
用
駐
車
場

　
・
位
置
　
平
並
木
の
杜
１
番
地

令和６年７月定例会

〇
規
制
区
域

・
宅
地
造
成
等
工
事
規
制
区
域

　 

　
市
街
地
や
集
落
、
そ
の
周
辺

な
ど
、
盛
土
等
に
よ
り
人
家
等

に
危
害
を
及
ぼ
し
う
る
区
域
。

・
特
定
盛
土
等
規
制
区
域

　 

　
市
街
地
や
集
落
等
か
ら
離
れ

て
い
る
も
の
の
、
地
形
等
の
条

件
か
ら
、
盛
土
等
に
よ
り
人
家

等
に
危
害
を
及
ぼ
し
う
る
区
域
。

【
施
行
日
】
令
和
６
年
９
月
１
日

宅地造成、特定盛土等または 
土石の堆積をする土地の面積

金　額
宅地造成または 

特定盛土等の場合
土石の堆積 

の場合
500㎡以内のもの 16,000円 11,000円
500㎡を超え、1,000㎡以内のもの 27,000円 13,000円
1,000㎡を超え、2,000㎡以内のもの 39,000円 16,000円
2,000㎡を超え、3,000㎡以内のもの 57,000円 19,000円
3,000㎡を超え、5,000㎡以内のもの 72,000円 28,000円
5,000㎡を超え、10,000㎡以内のもの 96,000円 31,000円
10,000㎡を超え、20,000㎡以内のもの 150,000円 38,000円
20,000㎡を超え、40,000㎡以内のもの 230,000円 52,000円
40,000㎡を超え、70,000㎡以内のもの 370,000円 72,000円
70,000㎡を超え、100,000㎡以内のもの 530,000円 100,000円
100,000㎡を超えるもの 690,000円 130,000円

※ 変更許可申請は、変更部分に限定した面積の区分に応じた額とする。

２
　
供
用
時
間
等
の
追
加

午前０時～ 
午後12時

無

自転車

入出場が 
できる時間

入出場が 
できない日

使用できる 
自転車等

【
施
行
日
】 

市
長
が
規
則
で
定
め

る
日

◆
い
わ
き
市
駐
車
場
条
例
の
改
正

　
い
わ
き
駅
並
木
通
り
地
区
第
一

種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
施
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に

あ
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り
、
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和
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８
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に
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し
た
い
わ
き
駅
西
駐
車
場
に
替
わ

る
施
設
と
し
て
、
新
た
に
次
の
駐

車
場
を
設
置
す
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

【
主
な
改
正
内
容
】

１
　
名
称
及
び
位
置
の
追
加

　
・
名
称
　 

い
わ
き
市
並
木
の
杜

駐
車
場

　
・
位
置
　
平
並
木
の
杜
１
番
地

いわき市並木の杜自転車
専用駐車場

▶構　　　造　鉄骨造５階建のうち、
　　　　　　　１階部分の一部

▶延 床 面 積　347.33㎡

▶予定収容台数　304台

　　　　　　　２段ラック式

▶使 用 料　無料

盛土

盛土
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3

補  正  予  算
－ 主な事業 －

人
事
案
に
同
意

　ＤＸの進展や住民サービスが多角化する

なか、幅広い問合せにワンストップで対応

する総合コールセンターを設置し、「案内

機能の強化」と「業務の効率化」による市民

サービスの向上を図る。

　建築後51年が経過し、校舎及び設備全体の老朽

化が著しい内郷第一中学校について、生徒のより

良い教育環境を確保するため、仮設校舎を設置の

上、長寿命化改修工事を実施する。

総　額 年度 年割額

15億1,756万円
Ｒ６ 0円

Ｒ７ 9億2,727万2,000円

Ｒ８ 5億9,028万8,000円

○
川
部
財
産
区
管
理
委
員

　
　
芳は

　
賀が

　
　
　
茂

し
げ
る

　
氏
　

　
　
小お

　
宅や

け

　
光み

つ

　
明あ

き

　
氏
　

○
澤
渡
財
産
区
管
理
委
員

　
　
遠え

ん

　
藤ど

う

　
　
　
武

た
け
し

　
氏
　

○
人
権
擁
護
委
員

　
　
草く

さ

　
野の

　
京

き
ょ
う

　
子こ

　
氏
　

　
　
井い

の

　
上う

え

　
久く

み

こ

美
子
　
氏
　

　
　
蛭ひ

る

　
田た

　
亘の

ぶ

　
洋ひ

ろ

　
氏
　

〈令和６年度いわき市一般会計補正予算（第３号）〉

総合コールセンター設置運営事業　【補正額】 3億811万1,000円

内郷第一中学校校舎長寿命化改修事業　【補正額】 15億1,756万円（令和６～８年度　継続費総額）

補正予算の総額　2億6,774万円

いわき市並木の杜駐車場

▶構　　　造　鉄骨造５階建のうち、
　　　　　　　１～３階部分の一部

▶延 床 面 積　1,756.38㎡

▶予定収容台数　121台
　　　　　　　※時間使用 100台
　　　　　　　　定期使用  21台

－担当：学校支援課　☎22-7594（直通）－

－担当 ：広報広聴課　☎22-7402（直通）－

担当課

FAQ
データベース

対応履歴
データベース

・広報紙
・各種資料等

情報入手 履歴登録

業務活用

HPに
公開

回答

・電話交換
・問合せ
・申込み 等

いわき市利用者

作成・更新

電話

メール

FAX

一元的
に受付

回答

オぺレーター

・電話取次
・意見/要望
・困難案件等

総合コールセンター

運用開始
（R7～10）

R7.7R6.10

契約事業者公募・選定
（プロポーザル）

R6.7

債務負担設定

システム
等構築→

R6.8～9

（令和６～10年度　債務負担行為限度額）

≪総合コールセンター業務のイメージ≫

≪想定スケジュール≫

県内●初

２
　
使
用
料
の
追
加

使用料

無料

200円

100円

※  自動車を入場させた時点から24時間までごとの使
用料の額は、1,000円を限度とする。

区　分

40分まで

40分を超え
１時間まで

１時間を超え
るとき30分
までごとに

普通自動車、小型自
動車及び軽自動車（積
載物も含め、長さ５
ｍ以下、高さ2.1ｍ以
下及び幅1.95ｍ以下
のものに限る。）

３
　
定
期
駐
車
券
の
追
加

金　額

19,800円

56,500円

107,000円

190,100円

種　類

１月券

３月券

６月券

12月券

【
施
行
日
】 

市
長
が
規
則
で
定
め

る
日

▲建設中の並木の杜駐車場 ▲再開発事業の様子
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◆ 令和６年度いわき市一般会計補正
 　予算（第３号）

　総合コールセンターについて、オペレーターの
労働条件は、委託事業者が決めるとのことだが、
市が一定程度関与すべきでは。

　オペレーターの労働条件については、事業者

に関係法令を遵守することを求めるとともに、

契約締結後においても、モニタリング等をしな

がら、確認することとしています。

◆ 権利の放棄
　遺言者の相続財産について遺贈を受ける権利を
放棄する理由は。

　今回の遺言は、全財産を本市に寄附するとの

包括遺贈であり、負債が資産を上回った場合、

市の負担が生じるおそれがあるためです。

◆  いわき市自転車等駐車場条例の改正

　自転車専用駐車場内の防犯対策は。

　防犯カメラを４台設置し、

管理人室から確認できる体

制をとっています。

　収容台数（304台）の妥当性は。

　従前の自転車専用駐車場の利用実績を勘案し

て決定しており、妥当な台数であると考えてい

ます。

◆ 福島県後期高齢者医療広域連合規約の変更

　マイナ保険証の住民基本台帳への紐づけを誤っ
た事例は。

　本市では確認されていません。

◆ 令和６年度いわき市一般会計補正
 　予算（第３号）

　妊婦にやさしい遠方出産支援事業費について、
市外での出産に係る過去の実績は。

　本事業の主な対象者と想定している福島県立

医科大学附属病院での過去

３年の出産数は、令和３年度

は14名、令和４年度は４名、

令和５年度は８名です。

　放課後児童クラブへの放課後児童支援員の配置
状況は。

　市内の放課後児童クラブについては、総じて

支援員が２名配置されている旨、各クラブより

報告されていますが、改めて確認していきます。

◆ いわき市宅地造成及び特定盛土等
 　規制法関係手数料条例の制定

　一時的な土石の堆積である仮置きの許可期間は
５年とされているが、許可期間中に問題が生じた
場合の罰則規定は。

　最大で懲役３年以下または罰金1,000万円以下、
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◆ 令和６年度いわき市一般会計補正予算
 　（第３号）

　磐城小川江筋用水路の復旧工事の完成時期は。

　工事完成時期は、
令和７年３月31日
としています。

政 策
総 務

常 任 委 員 会

教 育
福 祉

常 任 委 員 会

市 民 
生 活

常 任 委 員 会

産 業 
建 設

常 任 委 員 会

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

A

A

A

A

A

Q

Q

　本会議５日目の７月25日に、計７議案の付託を受けた４常任委員会は、７月26日に委員会

を開催し、議案審査を行いました。

　その結果、いずれも原案のとおり可決すべきものとの結論に達しました。

　審査の過程では、様々な質疑応答等がありましたので、その一部を掲載します。 Check!

委 員 会
審 査

磐城小川江筋用水路の
工事箇所▶

定
例
会
の
概
要

委
員
会
審
査

討
論・賛
否
の
状
況・決
算
の
認
定

一

般

質

問

一
般
質
問
・
お
知
ら
せ

お

知

ら

せ

5

討論とは？
表決に先立ち行う、
議案等に対する賛成
か反対かの自己の意
見の表明

議　　案　　名 議決結果
一誠会 志帥会 創世会 公明党 つつじ 

の  会
共産党
市議団

自民党
改革の会 正論の会 市民の会

（９人） （８人） （７人） （４人） （２人） （２人） （１人） （１人） （1人）
賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対

令和５年度いわき市水道事業会計利
益の処分及び決算の認定について

原案可決
及び認定 9 7 6 4 2 2 1 1 1

令和５年度いわき市病院事業会計決
算の認定について 認定 9 7 6 4 2 2 1 1 1

福島県後期高齢者医療広域連合規約
の変更について 原案可決 9 7 6 4 2 2 1 1 1

　本会議最終日の８月２日には、今期定例会に提案された議案に対する採決を行いました。

　採決にあたり、賛否の分かれた３議案について、会派ごとの賛否の状況を掲載します。

※ 下表中の（ ）は、会派の所属議員数です（議長は採決に加わりません）。創世会は、欠席議員１名が採決に加わっていません。

　本会議最終日の８月２日には、市長から提出された議案に対し、
反対及び賛成の立場から討論を行いましたので、その主なものを掲
載します。
※ 本議案は、賛成多数により可決しました。

「マイナンバー法等の一部改正法」の公布により、マイナンバーカードと健康保険証が一体化されること
に伴い、現行の後期高齢者医療被保険者証は12月２日に廃止される。マイナ保険証を保有しない後期高齢
者には、資格確認証を当分の間交付するが、交付されなくなった場合の受診方法は明らかにされていない。

よって、マイナ保険証の押し付けは、医療現場に混乱を招き、医療機関の廃院に拍車をかけることになり
かねず、また、マイナ保険証によるオンライン資格確認等システムの利用は患者のプライバシーの侵害に
つながることになるため、反対である。

マイナ保険証については、本人の同意があれば、過去の健康診断や医療データ等に基づいた、より適切
な医療を提供することができるようになるなど、様々なメリットがある。さらに、国民の不安払拭のため、
登録済みデータの総点検や再発防止策の取組が進められている。

よって、福島県後期高齢者医療広域連合が処理する事務に変更が生じることに伴い、規約が変更される
ことから、地方自治法に基づき、議会の議決を求めるものであり、妥当であると考えるため、賛成である。

政府は、マイナ保険証の利用促進のために、令和５年度の補正予算で217億円を使っているが、全国的
にも、本市の後期高齢者被保険者と国保被保険者のいずれも９割が紙の保険証を使っている。また、マイ
ナ保険証の導入を押し付けている結果として、全国的には廃業する医療機関も出ている。

よって、地方で医者不足が言われる中で逆行するものとなっており、紙の健康保険証を残すべきである
ため、反対である。

福島県後期高齢者医療広域連合規約の変更について

反対

反対

賛成

討 論

　令和５年度企業会計決算の
認定に関しては、企業会計決
算特別委員会を設置の上、専
門的な立場から審査を行いま
した。委員構成は、右のとお
りです。

◎田頭　弘毅　○木田都城子
　川崎　憲正　　長谷川貴士
　吉田　雅人　　高橋　明子
　狩野　光昭　　平子　善一
　小野　　茂　　上壁　　充
（◎＝委員長、○＝副委員長）

▲企業会計決算特別委員会の様子

NEWS

決算の認定 － 企業会計決算特別委員会 －

議案に対する

賛否の状況
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13
名
の
議
員
が
４
日
間
に
わ
た
っ
て
論
戦
を
展
開

一
般
質
問

そこが
知りたい

　
一
般
質
問
は
、
７
月
22
日
か

ら
25
日
ま
で
の
４
日
間
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
、
13
名
の
議
員
が

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中

か
ら
主
な
も
の
を
掲
載
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
文
章
は
質
問
議

員
自
ら
が
作
成
し
て
お
り
、
行

数
は
発
言
時
間
に
比
例
し
ま
す
。

■
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
、
質
問

議
員
の
録
画
映
像
に
リ
ン
ク
し
ま
す
。

一
誠
会

馬
上
　
卓
也

次
世
代
の

教
育
情
報
化
推
進
事
業
は

問 

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
よ
る
家

庭
学
習
で
の
利
用
状
況
や
学
校
と

家
庭
の
連
携
に
向
け
た
取
組
は
。

答 

家
庭
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
ド
リ

ル
で
の
予
習
・
復
習
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
学
校
だ
よ
り
等
を
電
子
デ
ー

タ
で
配
信
す
る
な
ど
、
双
方
向
通

信
で
活
用
す
る
こ
と
で
学
校
と
家

庭
の
信
頼
関
係
の
構
築
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

小
名
浜
地
区
の

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
は

問 

防
波
堤
の
利
活
用
を
含
め
た

釣
り
文
化
振
興
モ
デ
ル
港
と
し
て

の
今
後
の
展
開
は
。

答 
先
進
事
例
等
を
調
査
す
る
中

で
、
新
た
な
釣
り
場
の
創
出
に
あ

た
り
、
課
題
等
が
明
ら
か
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
必
要

と
な
る
方
策
の
検
討
を
深
め
、
県

や
日
本
釣
振
興
会
と
釣
果
調
査
の

実
施
を
検
討
し
、
釣
り
文
化
の
振

興
に
よ
る
港
の
賑
わ
い
創
出
に
向

け
た
取
組
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

問 

道
の
駅
の
現
状
と
今
後
の
展

開
は
。

答 

い
わ
き
・
ら
・
ら
・
ミ
ュ
ウ

を
運
営
す
る
㈱
い
わ
き
市
観
光
物

産
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
今
年
度

中
に
民
設
民
営
の
道
の
駅
の
申
請

及
び
登
録
を
目
指
し
た
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
市
も
そ
の
取
組
を

支
援
し
、
道
の
駅
登
録
を
契
機
と

し
て
、
さ
ら
な
る
誘
客
促
進
を
図

り
、
小
名
浜
地
区
振
興
の
た
め
、

周
辺
施
設
と
連
携
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ

に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

病
院
の
負
担
が
増
加
す
る
こ
と
も

懸
念
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
現

行
の
補
助
制
度
の
見
直
し
を
含
め
、

既
存
の
診
療
所
の
承
継
を
促
す
施

策
に
つ
い
て
も
市
医
療
連
携
協
働

会
議
等
で
の
協
議
を
継
続
し
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問

○
い
わ
き
地
域
医
療
学
校
事
業
は

○
小
名
浜
港
の
活
性
化
は

○
小
名
浜
地
区
の
公
共
施
設
は

志
帥
会

西
山
　
一
美

福
島
国
際
研
究
教
育
機
構

（
Ｆ
‐
Ｒ
Ｅ
Ｉ
）が
進
め
る
研
究
活
動
は

問 

市
内
企
業
と
Ｆ
‐
Ｒ
Ｅ
Ｉ
と

の
連
携
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

経
過
を
踏
ま
え
、
市
は
ど
の
よ
う

に
産
業
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く

考
え
な
の
か
。

答 

Ｆ
‐
Ｒ
Ｅ
Ｉ
と
市
内
企
業
を

橋
渡
し
す
る
取
組
と
し
て
、
市
内

企
業
を
紹
介
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
Ｆ
‐
Ｒ
Ｅ
Ｉ
の
開
所
に
合
わ
せ

て
作
成
し
、
連
携
企
画
官
の
配
置

や
協
定
締
結
と
の
相
乗
効
果
で
連

携
強
化
に
弾
み
を
つ
け
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
企
業
の
技
術
力
や
意

欲
を
Ｆ
‐
Ｒ
Ｅ
Ｉ
の
研
究
者
に
し

っ
か
り
と
伝
え
る
た
め
に
は
、
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
な
観
点
か
ら
ア
プ
ロ

ー
チ
す
る
必
要
性
も
痛
感
し
た
こ

続
き
丁
寧
な
説
明
を
行
い
、
合
意

形
成
に
努
め
ま
す
。

と
か
ら
、
福
島
大
学
で
関
連
す
る

研
究
を
行
う
教
授
を
企
業
に
紹
介

し
、
共
同
で
Ｆ
‐
Ｒ
Ｅ
Ｉ
に
訴
え

か
け
る
よ
う
な
工
夫
も
行
い
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
市
内
企
業
等
が

Ｆ
‐
Ｒ
Ｅ
Ｉ
の
研
究
に
関
わ
る
件

数
５
件
と
い
っ
た
目
標
を
前
倒
し

で
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
市
内
企
業
等
が
関
わ
る

研
究
活
動
が
円
滑
に
進
む
よ
う
支

援
し
な
が
ら
、
そ
の
研
究
成
果
が
、

市
内
産
業
の
競
争
力
強
化
に
つ
な

が
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら

に
、
Ｆ
‐
Ｒ
Ｅ
Ｉ
と
の
連
携
強
化

を
市
内
外
の
若
者
や
女
性
が
「
い

わ
き
で
働
い
て
み
た
い
」
と
思
え

る
よ
う
な
、
魅
力
的
な
働
く
場
の

創
出
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

▲道の駅の登録を目指すいわき・ら・ら・ミュウ

医
療
資
源
を

地
域
で
共
有
す
る
た
め
に
は

問 

病
院
と
診
療
所
の
役
割
は
。

答 

診
療
所
は
、
か
か
り
つ
け
医

と
し
て
、
日
常
行
う
医
療
を
提
供

し
、
専
門
性
を
超
え
る
場
合
、
適

切
な
医
療
機
関
を
紹
介
す
る
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
病
院
は
、
他

の
医
療
機
関
と
の
連
携
、
急
性
期

患
者
の
早
期
安
定
化
に
向
け
た
医

療
の
提
供
、
在
宅
復
帰
に
向
け
た

医
療
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

提
供
等
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

問 

診
療
所
確
保
の
取
組
は
。

答 

市
外
の
医
師
に
よ
る
本
市
で

の
診
療
所
開
設
を
促
進
す
る
た
め
、

費
用
を
補
助
す
る
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。
診
療
所
数
の
減
少
は
、

市
民
の
利
便
性
低
下
の
み
な
ら
ず
、

▶   いわきものづくり企業ガイドブック

路
線
バ
ス
を
利
用
す
る
市
内
の

小
中
学
生
の
登
下
校
の
状
況
は

問 

新
常
磐
交
通
㈱
で
は
、
今
後

の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
お
い
て
児
童
生

徒
等
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
よ
り

利
用
し
や
す
い
ダ
イ
ヤ
と
す
る
考

定
例
会
の
概
要

委
員
会
審
査

討
論・賛
否
の
状
況・決
算
の
認
定

一

般

質

問

一
般
質
問
・
お
知
ら
せ

お

知

ら

せ

7

え
を
持
っ
て
い
る
か
。

答 

本
年
４
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
様
よ
り
、

新
常
磐
交
通
㈱
や
市
に
対
し
、
数

多
く
の
ご
意
見
や
要
望
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
新
常
磐
交
通
㈱
で

は
、
こ
れ
ら
の
意
見
等
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
公
共
交
通
へ
の
ニ
ー

ズ
と
運
転
手
の
確
保
な
ど
、
バ
ス

の
運
行
に
向
け
た
諸
状
況
を
総
合

的
に
勘
案
し
な
が
ら
、
ダ
イ
ヤ
の

改
善
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
が
利
用
し

や
す
い
ダ
イ
ヤ
へ
の
改
善
に
つ
い

て
は
学
校
関
係
者
か
ら
の
ご
意
見

を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
検
討

を
進
め
た
い
と
の
意
向
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問

〇
Ｆ
‐
Ｒ
Ｅ
Ｉ
と
市
内
高
等
教
育

機
関
等
に
お
け
る
取
組
は

〇
令
和
５
年
度
下
水
道
事
業
会
計

等
の
決
算
は

〇
下
水
道
事
業
等
の
今
後
の
経
営

改
善
に
向
け
た
取
組
は

創
世
会

佐
藤
　
和
良

公
立
保
育
所
の
在
り
方

見
直
し
に
は
市
民
の
合
意
が
必
要

問 

鹿
島
、
窪
田
、
久
之
浜
の
３

保
育
所
の
今
後
は
。

答 

３
保
育
所
は
、
耐
用
年
限
を

大
幅
に
超
過
し
、
近
年
の
利
用
率

が
低
い
状
況
で
す
。
３
施
設
を
維

持
し
続
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
周
辺
地
域
に
民
間
施

設
も
含
め
、
保
育
需
要
を
担
う
受

け
皿
の
確
保
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

い
ず
れ
も
廃
止
す
べ
き
と
判
断
し

ま
し
た
。
廃
止
時
期
は
、
現
在
入

所
中
の
児
童
の
保
育
期
間
が
満
了

す
る
令
和
10
年
度
末
と
し
ま
し
た
。

問 

押
し
付
け
に
な
ら
な
い
、
市

民
要
望
を
反
映
し
た
合
意
形
成
を
。

答 

保
育
所
は
、
地
域
と
密
接
に

連
携
す
る
児
童
福
祉
施
設
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
公
立
保
育
所
を
取
り

巻
く
現
状
や
そ
れ
を
踏
ま
え
た
在

り
方
見
直
し
の
趣
旨
に
つ
い
て
、

保
護
者
は
も
と
よ
り
、
地
域
住
民

の
皆
様
と
も
対
話
す
る
機
会
を
設

け
て
い
き
ま
す
。

農
家
へ
の
直
接
支
払
制
度
の

促
進
と
継
続
的
支
援
を

問 

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答 

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
に
取
り
組
ん
で
い
る
78
組
織
及

び
多
面
的
機
能
支
払
制
度
に
取
り

組
ん
で
い
る
49
組
織
に
つ
い
て
は
、

活
動
が
維
持
継
続
で
き
る
よ
う
取

組
を
支
援
し
、
活
動
維
持
の
困
難

が
想
定
さ
れ
る
地
域
は
、
組
織
の

統
合
等
を
促
進
し
、
活
動
の
維

持
・
発
展
を
支
援
し
ま
す
。

工
事
入
札
の
透
明
性
の
確
保
へ

向
け
た
制
度
の
改
善
を

問 

入
札
問
題
の
未
然
防
止
は
。

答 

不
正
行
為
は
決
し
て
許
さ
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
疑
い
が
あ
る

も
の
は
し
っ
か
り
調
査
を
進
め
ま

す
。
今
後
は
、「
水
道
局
の
設
計

単
価
の
誤
り
に
よ
る
工
事
契
約
解

除
に
係
る
調
査
確
認
委
員
会
」
の

改
善
措
置
の
検
討
や
内
郷
白
水
町

の
市
営
住
宅
解
体
工
事
の
確
認
の

状
況
等
も
考
慮
し
つ
つ
、
制
度
等

の
改
善
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
検

討
を
し
て
い
く
考
え
で
す
。

い
わ
き
Ｆ
Ｃ
新
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
の

市
の
財
政
負
担
は

問 

財
政
負
担
を
進
め
る
の
か
。

答 

整
備
計
画
の
要
と
な
る
用
地

取
得
に
係
る
調
整
や
各
方
面
か
ら

の
資
金
調
達
等
で
、
さ
ら
な
る
連

携
協
力
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

湯
本
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業

に
は
市
民
意
見
の
反
映
を

問 

今
後
の
対
応
は
。

答 

権
利
者
の
皆
様
に
対
す
る
説

明
、
意
見
交
換
及
び
面
談
等
を
通

し
て
、
き
め
細
か
く
意
向
等
を
把

握
し
、
地
域
の
皆
様
に
も
、
引
き

続
き
丁
寧
な
説
明
を
行
い
、
合
意

形
成
に
努
め
ま
す
。

保
健
福
祉
士
等
の
専
門
職
も
加
わ

り
、
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
も
あ

り
、
関
係
者
間
で
の
連
携
が
大
切

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

ひ
き
こ
も
り
に
対
す
る

支
援
は

問 

重
層
的
支
援
が
必
要
で
は
。

答 

複
雑
化
・
複
合
化
す
る
問
題

に
対
し
、
既
存
制
度
の
枠
を
超
え

た
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、

市
で
は
、
相
談
支
援
・
参
加
支
援
・

地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
を
一

体
的
に
実
施
す
る
重
層
的
支
援
体

制
整
備
事
業
の
来
年
度
か
ら
の
本

格
実
施
に
向
け
、
移
行
準
備
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
中
に
は
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
着
実
に
包
括
的

な
支
援
体
制
の
構
築
を
進
め
ま
す
。

太
古
の
ロ
マ
ン
に
馳
せ
る

本
市
の
観
光
行
政
は

問 

石
炭
・
化
石
館
ほ
る
る
40
周

年
事
業
の
取
組
は
。

答 

当
館
ゆ
か
り
の
著
名
な
古
生

物
学
者
に
よ
る
記
念
講
演
会
や
企

画
展
等
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

問 

本
市
の
観
光
施
策
は
。

答 

本
市
の
地
層
の
特
徴
を
積
極

的
に
発
信
す
る
ほ
か
、
石
炭
・
化

石
館
ほ
る
る
や
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
セ

ン
タ
ー
の
体
験
型
展
示
を
磨
き
上

▲いわき湯本駅前の様子

一
誠
会

平
子
　
善
一

子
供
の
不
登
校
対
策
は

問 

不
登
校
児
童
生
徒
の
状
況
は
。

答 

令
和
４
年
度
は
、
小
学
校
１

２
７
名
、
中
学
校
３
４
６
名
で
あ

り
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

問 

出
席
扱
い
と
な
る
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
等
の
利
活
用
は
。

答 

利
活
用
に
は
、
各
学
校
や
市

教
育
委
員
会
が
連
携
を
密
に
し
、

各
施
設
の
活
動
の
総
合
的
判
断
が

大
切
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問 

保
健
福
祉
士
等
と
の
連
携
は
。

答 

様
々
な
事
情
を
抱
え
た
不
登

校
児
童
生
徒
も
い
る
た
め
、
精
神



定
例
会
の
概
要

委
員
会
審
査

討
論・賛
否
の
状
況・決
算
の
認
定

一

般

質

問

一
般
質
問
・
お
知
ら
せ

お

知

ら

せ

7

え
を
持
っ
て
い
る
か
。

答 
本
年
４
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
様
よ
り
、

新
常
磐
交
通
㈱
や
市
に
対
し
、
数

多
く
の
ご
意
見
や
要
望
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
新
常
磐
交
通
㈱
で

は
、
こ
れ
ら
の
意
見
等
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
公
共
交
通
へ
の
ニ
ー

ズ
と
運
転
手
の
確
保
な
ど
、
バ
ス

の
運
行
に
向
け
た
諸
状
況
を
総
合

的
に
勘
案
し
な
が
ら
、
ダ
イ
ヤ
の

改
善
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
が
利
用
し

や
す
い
ダ
イ
ヤ
へ
の
改
善
に
つ
い

て
は
学
校
関
係
者
か
ら
の
ご
意
見

を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
検
討

を
進
め
た
い
と
の
意
向
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問

〇
Ｆ
‐
Ｒ
Ｅ
Ｉ
と
市
内
高
等
教
育

機
関
等
に
お
け
る
取
組
は

〇
令
和
５
年
度
下
水
道
事
業
会
計

等
の
決
算
は

〇
下
水
道
事
業
等
の
今
後
の
経
営

改
善
に
向
け
た
取
組
は

創
世
会

佐
藤
　
和
良

公
立
保
育
所
の
在
り
方

見
直
し
に
は
市
民
の
合
意
が
必
要

問 

鹿
島
、
窪
田
、
久
之
浜
の
３

保
育
所
の
今
後
は
。

答 

３
保
育
所
は
、
耐
用
年
限
を

大
幅
に
超
過
し
、
近
年
の
利
用
率

が
低
い
状
況
で
す
。
３
施
設
を
維

持
し
続
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
周
辺
地
域
に
民
間
施

設
も
含
め
、
保
育
需
要
を
担
う
受

け
皿
の
確
保
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

い
ず
れ
も
廃
止
す
べ
き
と
判
断
し

ま
し
た
。
廃
止
時
期
は
、
現
在
入

所
中
の
児
童
の
保
育
期
間
が
満
了

す
る
令
和
10
年
度
末
と
し
ま
し
た
。

問 
押
し
付
け
に
な
ら
な
い
、
市

民
要
望
を
反
映
し
た
合
意
形
成
を
。

答 

保
育
所
は
、
地
域
と
密
接
に

連
携
す
る
児
童
福
祉
施
設
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
公
立
保
育
所
を
取
り

巻
く
現
状
や
そ
れ
を
踏
ま
え
た
在

り
方
見
直
し
の
趣
旨
に
つ
い
て
、

保
護
者
は
も
と
よ
り
、
地
域
住
民

の
皆
様
と
も
対
話
す
る
機
会
を
設

け
て
い
き
ま
す
。

農
家
へ
の
直
接
支
払
制
度
の

促
進
と
継
続
的
支
援
を

問 

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答 

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
に
取
り
組
ん
で
い
る
78
組
織
及

び
多
面
的
機
能
支
払
制
度
に
取
り

組
ん
で
い
る
49
組
織
に
つ
い
て
は
、

活
動
が
維
持
継
続
で
き
る
よ
う
取

組
を
支
援
し
、
活
動
維
持
の
困
難

が
想
定
さ
れ
る
地
域
は
、
組
織
の

統
合
等
を
促
進
し
、
活
動
の
維

持
・
発
展
を
支
援
し
ま
す
。

工
事
入
札
の
透
明
性
の
確
保
へ

向
け
た
制
度
の
改
善
を

問 

入
札
問
題
の
未
然
防
止
は
。

答 

不
正
行
為
は
決
し
て
許
さ
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
疑
い
が
あ
る

も
の
は
し
っ
か
り
調
査
を
進
め
ま

す
。
今
後
は
、「
水
道
局
の
設
計

単
価
の
誤
り
に
よ
る
工
事
契
約
解

除
に
係
る
調
査
確
認
委
員
会
」
の

改
善
措
置
の
検
討
や
内
郷
白
水
町

の
市
営
住
宅
解
体
工
事
の
確
認
の

状
況
等
も
考
慮
し
つ
つ
、
制
度
等

の
改
善
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
検

討
を
し
て
い
く
考
え
で
す
。

い
わ
き
Ｆ
Ｃ
新
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
の

市
の
財
政
負
担
は

問 
財
政
負
担
を
進
め
る
の
か
。

答 
整
備
計
画
の
要
と
な
る
用
地

取
得
に
係
る
調
整
や
各
方
面
か
ら

の
資
金
調
達
等
で
、
さ
ら
な
る
連

携
協
力
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

湯
本
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業

に
は
市
民
意
見
の
反
映
を

問 

今
後
の
対
応
は
。

答 

権
利
者
の
皆
様
に
対
す
る
説

明
、
意
見
交
換
及
び
面
談
等
を
通

し
て
、
き
め
細
か
く
意
向
等
を
把

握
し
、
地
域
の
皆
様
に
も
、
引
き

続
き
丁
寧
な
説
明
を
行
い
、
合
意

形
成
に
努
め
ま
す
。

保
健
福
祉
士
等
の
専
門
職
も
加
わ

り
、
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
も
あ

り
、
関
係
者
間
で
の
連
携
が
大
切

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

ひ
き
こ
も
り
に
対
す
る

支
援
は

問 

重
層
的
支
援
が
必
要
で
は
。

答 

複
雑
化
・
複
合
化
す
る
問
題

に
対
し
、
既
存
制
度
の
枠
を
超
え

た
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、

市
で
は
、
相
談
支
援
・
参
加
支
援
・

地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
を
一

体
的
に
実
施
す
る
重
層
的
支
援
体

制
整
備
事
業
の
来
年
度
か
ら
の
本

格
実
施
に
向
け
、
移
行
準
備
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
中
に
は
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
着
実
に
包
括
的

な
支
援
体
制
の
構
築
を
進
め
ま
す
。

太
古
の
ロ
マ
ン
に
馳
せ
る

本
市
の
観
光
行
政
は

問 

石
炭
・
化
石
館
ほ
る
る
40
周

年
事
業
の
取
組
は
。

答 

当
館
ゆ
か
り
の
著
名
な
古
生

物
学
者
に
よ
る
記
念
講
演
会
や
企

画
展
等
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

問 

本
市
の
観
光
施
策
は
。

答 

本
市
の
地
層
の
特
徴
を
積
極

的
に
発
信
す
る
ほ
か
、
石
炭
・
化

石
館
ほ
る
る
や
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
セ

ン
タ
ー
の
体
験
型
展
示
を
磨
き
上

▲いわき湯本駅前の様子

一
誠
会

平
子
　
善
一

子
供
の
不
登
校
対
策
は

問 

不
登
校
児
童
生
徒
の
状
況
は
。

答 

令
和
４
年
度
は
、
小
学
校
１

２
７
名
、
中
学
校
３
４
６
名
で
あ

り
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

問 

出
席
扱
い
と
な
る
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
等
の
利
活
用
は
。

答 

利
活
用
に
は
、
各
学
校
や
市

教
育
委
員
会
が
連
携
を
密
に
し
、

各
施
設
の
活
動
の
総
合
的
判
断
が

大
切
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問 
保
健
福
祉
士
等
と
の
連
携
は
。

答 
様
々
な
事
情
を
抱
え
た
不
登

校
児
童
生
徒
も
い
る
た
め
、
精
神
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げ
、
誘
客
促
進
に
努
め
ま
す
。

特
色
あ
る

地
域
お
こ
し
の
取
組
は

問 

遠
野
和
紙
の
利
用
促
進
は
。

答 

引
き
続
き
、
卒
業
証
書
等
へ

の
利
用
を
は
じ
め
、
地
域
住
民
、

伝
統
工
芸
遠
野
和
紙
・
楮

こ
う
ぞ

保
存
会
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
連
携
し
た

遠
野
和
紙
あ
か
り
展
や
紙
漉
き
体

験
等
を
通
じ
て
、
魅
カ
を
発
信
す

る
と
と
も
に
、
販
路
開
拓
等
に
向

け
た
支
援
等
を
行
う
考
え
で
す
。

　
３
つ
目
は
、
公
共
施
設
の
最
適

化
で
す
。
本
年
５
月
、
施
設
ご
と

の
今
後
の
方
針
を
明
記
し
た
個
別

施
設
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、

今
後
、
各
施
設
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
市
民
と
の
丁
寧
な
対
話
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
公
共
施
設
の
管

理
水
準
向
上
や
事
故
リ
ス
ク
の
軽

減
に
向
け
、
維
持
管
理
に
係
る
包

括
的
委
託
の
導
入
を
進
め
ま
す
。

　
４
つ
目
は
、
行
財
政
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
仕
組
み
の
強
化
で
す
。
今

年
度
、
試
行
的
な
会
議
体
の
見
直

し
や
、
政
策
形
成
の
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は

予
算
編
成
・
運
用
の
簡
素
化
で
負

荷
軽
減
を
図
り
、
効
果
的
な
行
財

政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
５
つ
目
は
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
最
適
化
で
す
。
こ
れ
ま
で
、

新
た
な
人
事
評
価
制
度
の
試
行
的

な
実
施
な
ど
、
効
果
的
な
人
材
活

用
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
研
修
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
等

に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成

を
強
化
し
、
循
環
型
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
を
実
施
し
、
若
手
職
員

の
意
識
改
革
や
育
成
に
注
力
す
る

考
え
で
す
。

　
今
後
も
、
各
分
野
に
お
い
て
着

実
に
取
組
を
積
み
重
ね
、
改
革
・

改
善
を
前
進
さ
せ
ま
す
。

問 

総
合
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
業

務
内
容
は
。

答 

電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に

よ
る
市
民
か
ら
の
問
合
せ
や
御
意

見
・
御
要
望
等
へ
の
応
対
業
務
、

各
種
予
約
等
の
申
込
受
付
業
務
に

加
え
て
、
問
合
せ
内
容
や
対
応
履

歴
の
記
録
業
務
、
Ｆ
Ａ
Ｑ
の
サ
イ

ト
運
営
等
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問

○
森
林
経
営
管
理
制
度
の
取
組
は

○
好
間
地
区
の
防
災
へ
の
取
組
は

公
明
党

塩
田
美
枝
子

子
供
の
屋
内
遊
び
場
の

拡
充
を

問 

屋
内
遊
び
場
の
拡
充
に
つ
い

て
、
市
の
所
見
は
。

答 

本
市
の
屋
内
遊
び
場
は
、
公

立
施
設
３
か
所
、
民
間
施
設
５
か

所
の
計
８
か
所
あ
る
こ
と
か
ら
、

わ
か
り
や
す
く
情
報
発
信
し
、
多

く
の
子
供
た
ち
や
そ
の
家
族
が
利

用
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

子
供
の
口
腔
衛
生
に

係
る
取
組
は

問 

歯
列
矯
正
に
対
す
る
費
用
の

助
成
に
つ
い
て
、
市
の
所
見
は
。

答 

矯
正
治
療
は
、
一
般
的
に
保

険
適
用
外
で
あ
る
た
め
、
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
令
和
６

年
度
の
保
険
診
療
報
酬
の
改
訂
で

は
、
歯
科
矯
正
の
保
険
適
用
疾
患

が
、
５
疾
患
追
加
さ
れ
る
な
ど
、

保
険
適
用
の
拡
充
に
向
け
た
動
き

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
の
動
向
を

注
視
し
て
い
き
ま
す
。

産
後
の
家
事
・
育
児
支
援
の

充
実
を

問 

産
前
・
産
後
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

事
業
に
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
を
活
用
し

て
は
ど
う
か
。

答 

自
治
体
の
中
に
は
、
支
援
事

業
者
の
一
つ
と
し
て
、
産
後
ド
ゥ

ー
ラ
を
活
用
し
て
い
る
事
例
も
あ

り
ま
す
が
、
福
島
県
内
で
活
動
し

て
い
る
方
は
数
名
で
あ
り
、
本
市

で
の
当
面
の
活
用
は
困
難
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

入
促
進
と
地
域
の
安
心
・
安
全
の

確
保
を
両
立
す
る
新
た
な
仕
組
み

を
構
築
し
た
い
考
え
で
す
。

志
帥
会

木
田
都
城
子

構
造
改
革
の
推
進
を

問 

構
造
改
革
の
進
捗
は
。

答 
「
い
わ
き
版
骨
太
の
方
針
」

に
掲
げ
る
５
つ
の
柱
に
沿
っ
て
申

し
上
げ
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
市
民
利
便
性
の
向

上
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
行
政
手
続

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
お
で
か
け
市

役
所
の
導
入
な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
を
よ
り
便
利
に
す
る
取
組
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
加
え
て
、
今
年

度
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
市
役
所
や
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
市
民
対
応
を
行
う
総

合
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
運
用
開
始

に
向
け
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
２
つ
目
は
、
職
員
の
生
産
性
向

上
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
デ
ジ
タ
ル

ベ
ー
ス
で
業
務
を
行
う
た
め
の
環

境
整
備
に
力
を
入
れ
、
業
務
の
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
化
が
着
実
に
浸
透
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
契
約
・
会

計
な
ど
、
様
々
な
行
政
分
野
で
、

ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
と
運

用
を
段
階
的
に
切
り
替
え
、
さ
ら

な
る
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

地
域
と
の
共
生
に
向
け
た
取
組
は

問 

新
た
な
仕
組
み
の
構
築
は
。

答 

現
在
、
条
例
制
定
に
向
け
た

作
業
を
進
め
て
お
り
、
制
定
に
よ

り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導 ▲令和５年度 遠野和紙あかり展の様子

【
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
】

　産
前
産
後
の
女
性
特
有
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
、
心
身
の
安
定
と

産
後
の
身
体
の
回
復
、
赤
ち
ゃ

ん
の
育
児
や
新
し
い
生
活
へ

の
ス
ム
ー
ズ
な
導
入
を
目
的
に
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子
ど
も
食
堂
の

活
動
へ
の
支
援
は

問 

今
後
の
取
組
は
。

答 

子
ど
も
食
堂
の
運
営
は
、
活

動
資
金
の
確
保
が
必
要
と
な
る
こ

と
か
ら
、
市
内
企
業
等
か
ら
寄
附

を
募
る
た
め
の
講
座
を
開
設
す
る

な
ど
、
既
存
の
運
営
団
体
が
自
走

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
重
点
を

置
い
た
支
援
に
努
め
ま
す
。

初
期
適
応
指
導
教
室
の
設
置
を
検

討
す
べ
き
で
は
。

答 

先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

四
日
市
市
な
ど
、
他
自
治
体
の
動

向
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

本
市
に
お
い
て
は
、
多
様
化
す
る

出
身
地
や
日
本
語
の
習
熟
度
等
に

応
じ
た
き
め
細
か
な
支
援
を
実
施

し
て
お
り
、
こ
の
取
組
を
よ
り
充

実
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

創
世
会

上
壁
　
　
充

鮫
川
水
系
山
田
川
の

河
川
改
修
等
は

問 

堆
積
物
の
除
去
は
い
つ
頃
行

え
る
の
か
。

答 

県
か
ら
は
、
河
川
断
面
を
大

き
く
阻
害
し
て
い
る
箇
所
か
ら
優

先
的
に
堆
積
物
を
除
去
し
、
今
後

も
土
砂
の
堆
積
や
樹
木
の
繁
茂
状

況
を
踏
ま
え
、
堆
積
物
等
の
除
去

に
取
り
組
む
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

蛭
田
川
の
河
川
改
修
等
は

問 

河
川
内
工
作
物
の
撤
去
は
。

答 

県
は
、
河
川
内
工
作
物
の
設

置
さ
れ
た
目
的
や
構
造
等
に
つ
い

て
調
査
を
行
い
、
川
の
流
れ
を
妨

げ
、
洪
水
氾
濫
の
原
因
と
な
っ
て

い
る
場
合
に
は
、
工
作
物
の
撤
去

等
を
検
討
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

勿
来
「
関
の
子
広
場
」
の

支
援
は

問 

地
域
住
民
に
よ
る
自
主
防
犯

活
動
が
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
市

が
支
援
す
る
べ
き
で
は
。

答 

今
後
も
、
こ
れ
ま
で
の
支
援

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住

民
の
皆
様
と
情
報
交
換
の
場
を
持

つ
こ
と
等
に
よ
り
、
ニ
ー
ズ
の
把

握
に
努
め
、
引
き
続
き
、
自
主
的

な
防
犯
活
動
等
が
継
続
し
て
い
け

る
よ
う
、
支
援
し
て
い
く
考
え
で

す
。

共
産
党
市
議
団

高
橋
　
明
子

小
中
学
校
の
ト
イ
レ・手
洗
い
場
に

生
理
用
品
の
設
置
を

問 

行
政
視
察
を
行
っ
た
二
本
松

南
小
学
校
の
ト
イ
レ
の
手
洗
い
場

に
は
、
生
理
用
品
の
設
置
に
加
え
、

「
心
配
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
保
健

室
に
来
て
ね
。」
と
記
載
さ
れ
た

張
り
紙
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本

市
で
実
施
で
き
な
い
の
か
。

答 

一
部
の
学
校
で
は
、
ト
イ
レ

の
個
室
や
手
洗
い
場
に
生
理
用
品

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

子
供
た
ち
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ

た
対
応
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
や
子
供
の
権
利
の
観
点
か
ら

学
校
給
食
を
無
償
と
す
べ
き

問 

県
内
３
市
20
町
12
村
で
は
予

算
規
模
の
約
１
％
で
給
食
費
を
無

償
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
必
要

な
予
算
規
模
が
約
０
・
９
％
の
本

市
で
も
無
償
と
す
べ
き
で
は
。

答 

今
後
も
、
国
の
動
向
を
注
視

し
て
い
き
ま
す
。

る
も
の
の
、
手
元
に
あ
る
有
効
な

保
険
証
は
、
最
大
一
年
間
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
誠
会

吉
田
　
雅
人

21
世
紀
の
森
公
園
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
広
場

に
お
け
る
安
全
確
保
に
向
け
た
取
組
は

問 

利
用
状
況
は
。

答 

利
用
登
録
者
は
、
令
和
６
年

６
月
末
ま
で
で
、
１
８
６
６
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
市

主
催
に
よ
る
小
学
生
を
対
象
と
し

た
体
験
教
室
を
行
っ
て
お
り
、
令

和
５
年
度
は
計
４
回
の
開
催
で
、

延
べ
70
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

問 

安
全
確
保
の
た
め
の
方
策
は
。

答 

利
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事

項
は
、
利
用
者
登
録
の
際
に
説
明

し
、
誓
約
書
の
提
出
を
求
め
る
と

と
も
に
、
広
場
内
に
看
板
を
設
置

し
て
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

問 

こ
れ
ま
で
に
発
生
し
た
事
故

は
。答 

足
の
骨
折
や
脱
臼
、
膝
の
裂

傷
等
の
５
件
で
す
。

問 

利
用
者
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
は
。

答 

無
許
可
で
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

教
室
が
開
催
さ
れ
、
施
設
が
一
部

占
有
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
利
用
マ

ナ
ー
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
連
絡

が
１
件
あ
り
ま
し
た
。

母
親
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た
、

母
親
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
人
。

▶  子ども食堂の様子

高
齢
運
転
者
対
策
は

問 

免
許
証
自
主
返
納
者
が
シ
ニ

ア
カ
ー
を
購
入
す
る
際
、
購
入
費

の
一
部
を
助
成
す
べ
き
で
は
。

答 

要
介
護
２
以
上
の
認
定
を
受

け
て
い
る
方
で
、
シ
ニ
ア
カ
ー
を

希
望
す
る
方
に
貸
与
し
て
い
ま
す
。

外
国
人
住
民
の

受
け
入
れ
環
境
の
整
備
は

問 

外
国
人
児
童
生
徒
の
た
め
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証

と
し
て
利
用
登
録
す
る
こ
と
は
任
意

問 

紙
の
健
康
保
険
証
は
い
つ
ま

で
使
え
る
の
か
。

答 

現
行
の
健
康
保
険
証
の
発
行

は
令
和
６
年
12
月
２
日
に
終
了
す ▲給食の様子
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子
ど
も
食
堂
の

活
動
へ
の
支
援
は

問 

今
後
の
取
組
は
。

答 

子
ど
も
食
堂
の
運
営
は
、
活

動
資
金
の
確
保
が
必
要
と
な
る
こ

と
か
ら
、
市
内
企
業
等
か
ら
寄
附

を
募
る
た
め
の
講
座
を
開
設
す
る

な
ど
、
既
存
の
運
営
団
体
が
自
走

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
重
点
を

置
い
た
支
援
に
努
め
ま
す
。

初
期
適
応
指
導
教
室
の
設
置
を
検

討
す
べ
き
で
は
。

答 

先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

四
日
市
市
な
ど
、
他
自
治
体
の
動

向
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

本
市
に
お
い
て
は
、
多
様
化
す
る

出
身
地
や
日
本
語
の
習
熟
度
等
に

応
じ
た
き
め
細
か
な
支
援
を
実
施

し
て
お
り
、
こ
の
取
組
を
よ
り
充

実
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

創
世
会

上
壁
　
　
充

鮫
川
水
系
山
田
川
の

河
川
改
修
等
は

問 

堆
積
物
の
除
去
は
い
つ
頃
行

え
る
の
か
。

答 

県
か
ら
は
、
河
川
断
面
を
大

き
く
阻
害
し
て
い
る
箇
所
か
ら
優

先
的
に
堆
積
物
を
除
去
し
、
今
後

も
土
砂
の
堆
積
や
樹
木
の
繁
茂
状

況
を
踏
ま
え
、
堆
積
物
等
の
除
去

に
取
り
組
む
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

蛭
田
川
の
河
川
改
修
等
は

問 

河
川
内
工
作
物
の
撤
去
は
。

答 

県
は
、
河
川
内
工
作
物
の
設

置
さ
れ
た
目
的
や
構
造
等
に
つ
い

て
調
査
を
行
い
、
川
の
流
れ
を
妨

げ
、
洪
水
氾
濫
の
原
因
と
な
っ
て

い
る
場
合
に
は
、
工
作
物
の
撤
去

等
を
検
討
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

勿
来
「
関
の
子
広
場
」
の

支
援
は

問 

地
域
住
民
に
よ
る
自
主
防
犯

活
動
が
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
市

が
支
援
す
る
べ
き
で
は
。

答 

今
後
も
、
こ
れ
ま
で
の
支
援

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住

民
の
皆
様
と
情
報
交
換
の
場
を
持

つ
こ
と
等
に
よ
り
、
ニ
ー
ズ
の
把

握
に
努
め
、
引
き
続
き
、
自
主
的

な
防
犯
活
動
等
が
継
続
し
て
い
け

る
よ
う
、
支
援
し
て
い
く
考
え
で

す
。

共
産
党
市
議
団

高
橋
　
明
子

小
中
学
校
の
ト
イ
レ・手
洗
い
場
に

生
理
用
品
の
設
置
を

問 

行
政
視
察
を
行
っ
た
二
本
松

南
小
学
校
の
ト
イ
レ
の
手
洗
い
場

に
は
、
生
理
用
品
の
設
置
に
加
え
、

「
心
配
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
保
健

室
に
来
て
ね
。」
と
記
載
さ
れ
た

張
り
紙
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本

市
で
実
施
で
き
な
い
の
か
。

答 

一
部
の
学
校
で
は
、
ト
イ
レ

の
個
室
や
手
洗
い
場
に
生
理
用
品

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

子
供
た
ち
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ

た
対
応
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
や
子
供
の
権
利
の
観
点
か
ら

学
校
給
食
を
無
償
と
す
べ
き

問 

県
内
３
市
20
町
12
村
で
は
予

算
規
模
の
約
１
％
で
給
食
費
を
無

償
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
必
要

な
予
算
規
模
が
約
０
・
９
％
の
本

市
で
も
無
償
と
す
べ
き
で
は
。

答 

今
後
も
、
国
の
動
向
を
注
視

し
て
い
き
ま
す
。

る
も
の
の
、
手
元
に
あ
る
有
効
な

保
険
証
は
、
最
大
一
年
間
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
誠
会

吉
田
　
雅
人

21
世
紀
の
森
公
園
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
広
場

に
お
け
る
安
全
確
保
に
向
け
た
取
組
は

問 

利
用
状
況
は
。

答 

利
用
登
録
者
は
、
令
和
６
年

６
月
末
ま
で
で
、
１
８
６
６
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
市

主
催
に
よ
る
小
学
生
を
対
象
と
し

た
体
験
教
室
を
行
っ
て
お
り
、
令

和
５
年
度
は
計
４
回
の
開
催
で
、

延
べ
70
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

問 

安
全
確
保
の
た
め
の
方
策
は
。

答 

利
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事

項
は
、
利
用
者
登
録
の
際
に
説
明

し
、
誓
約
書
の
提
出
を
求
め
る
と

と
も
に
、
広
場
内
に
看
板
を
設
置

し
て
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

問 

こ
れ
ま
で
に
発
生
し
た
事
故

は
。答 

足
の
骨
折
や
脱
臼
、
膝
の
裂

傷
等
の
５
件
で
す
。

問 

利
用
者
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
は
。

答 

無
許
可
で
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

教
室
が
開
催
さ
れ
、
施
設
が
一
部

占
有
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
利
用
マ

ナ
ー
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
連
絡

が
１
件
あ
り
ま
し
た
。

母
親
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た
、

母
親
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
人
。

▶  子ども食堂の様子

高
齢
運
転
者
対
策
は

問 

免
許
証
自
主
返
納
者
が
シ
ニ

ア
カ
ー
を
購
入
す
る
際
、
購
入
費

の
一
部
を
助
成
す
べ
き
で
は
。

答 

要
介
護
２
以
上
の
認
定
を
受

け
て
い
る
方
で
、
シ
ニ
ア
カ
ー
を

希
望
す
る
方
に
貸
与
し
て
い
ま
す
。

外
国
人
住
民
の

受
け
入
れ
環
境
の
整
備
は

問 

外
国
人
児
童
生
徒
の
た
め
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証

と
し
て
利
用
登
録
す
る
こ
と
は
任
意

問 

紙
の
健
康
保
険
証
は
い
つ
ま

で
使
え
る
の
か
。

答 
現
行
の
健
康
保
険
証
の
発
行

は
令
和
６
年
12
月
２
日
に
終
了
す ▲給食の様子
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問 
利
用
者
間
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止

や
一
部
利
用
者
に
よ
る
占
有
利
用

等
を
避
け
る
た
め
の
方
策
は
。

答 
不
適
切
な
利
用
が
な
い
よ
う
、

巡
視
を
強
化
す
る
ほ
か
、
現
行
の

ル
ー
ル
を
検
証
し
、
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者

が
安
全
に
広
場
を
利
用
で
き
る
よ

う
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

水
道
局
に
お
け
る

工
事
契
約
解
除
に
係
る
対
応
は

問 

事
案
発
生
直
後
か
ら
、
捜
査

機
関
へ
の
依
頼
・
相
談
も
視
野
に

対
応
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
同
様

事
案
へ
の
今
後
の
対
応
は
。

答 

個
別
具
体
的
な
事
案
ご
と
に
、

関
係
機
関
と
も
協
議
を
行
い
な
が

ら
、
捜
査
機
関
へ
の
相
談
も
選
択

肢
と
し
て
、
適
時
適
切
に
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
字
田
町
で
発
生
し
た

火
災
へ
の
対
応
は

問 

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
に
お
け
る

取
組
の
経
過
は
。

答 

２
回
の
会
議
や
実
務
者
の
意

見
交
換
、
建
物
所
有
者
と
の
連
絡

調
整
等
を
行
い
、
市
道
の
規
制
解

除
や
火
災
廃
棄
物
の
撤
去
等
の
課

題
へ
の
対
応
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

一
方
、
産
業
界
か
ら
は
周
辺
の
衛

生
対
策
や
資
金
的
後
押
し
、
撤
去

作
業
の
手
伝
い
な
ど
、
幅
広
い
協

力
の
提
案
も
受
け
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
タ
ス
ク
フ
オ
ー
ス
で
は
、

そ
れ
ら
の
提
案
を
実
現
す
る
た
め

の
方
策
等
に
つ
い
て
検
討
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

問 

今
後
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
に

お
け
る
取
組
は
。

答 

い
わ
き
駅
前
中
心
市
街
地
の

賑
わ
い
創
出
の
歩
み
を
止
め
な
い

と
い
う
思
い
を
官
民
で
共
有
し
、

知
恵
を
出
し
合
っ
て
進
め
ま
す
。

象
者
数
は
、
１
万
４
２
０
３
人
で
、

災
害
リ
ス
ク
の
高
い
地
域
に
お
住

ま
い
の
６
４
４
５
人
を
優
先
し
て

作
成
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

簡
易
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
自
力
避

難
が
困
難
と
回
答
さ
れ
た
方
の
う

ち
３
１
６
人
、
自
力
避
難
が
可
能

と
回
答
さ
れ
た
方
の
う
ち
１
０
７

８
人
が
作
成
済
で
す
。

い
わ
き
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン
モ
デ
ル
地
区

推
進
事
業
で
の
高
齢
者
を
支
え
る
取
組
は

問 

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
、
ど
の
よ
う
に
地
区

内
の
高
齢
者
へ
提
供
す
る
の
か
。

答 

事
業
者
か
ら
は
、
行
動
経
路

の
確
認
が
で
き
る
見
守
り
サ
ー
ビ

ス
、
買
い
物
支
援
、
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
た
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
の
相
乗
り

交
通
サ
ー
ビ
ス
の
提
案
を
受
け
て

い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
操
作

が
難
し
い
と
感
じ
る
高
齢
者
に
は
、

住
ま
い
に
近
い
場
所
で
対
面
に
よ

り
受
け
ら
れ
る
サ
ポ
ー
ト
が
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
、
各
サ
ー
ビ
ス

が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、

事
業
者
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問

○
成
年
後
見
制
度
の
取
組
は

創
世
会

福
嶋
あ
ず
さ

Ｄ
Ｖ
根
絶
と

被
害
者
支
援
の
充
実
を

問 

Ｄ
Ｖ
に
係
る
相
談
件
数
の
過

去
３
年
の
推
移
は
。

答 

令
和
３
年
度
が
２
８
３
件
、

４
年
度
が
３
１
３
件
、
５
年
度
が

２
７
５
件
で
す
。

問 

女
性
相
談
支
援
員
の
拡
充
は
。

答 

本
年
４
月
に
「
困
難
な
問
題

を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す

る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
を
は
じ
め
、

年
齢
、
障
が
い
、
国
籍
を
問
わ
ず

困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
全
般

が
支
援
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
Ｄ
Ｖ
被
害
以
外
の
相

談
・
支
援
件
数
の
増
加
や
、
相
談

内
容
の
複
雑
・
多
様
化
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
女
性
相
談
支
援
員
の

人
員
は
２
名
の
ま
ま
で
す
が
、
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
整
備
し
、
支

援
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

問 

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
は
。

答 

Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
の
充
実
・

強
化
を
図
る
た
め
、
セ
ン
タ
ー
設

置
に
向
け
て
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

子
供
の
登
下
校
の

安
全
対
策
は

問 

立
哨
当
番
の
課
題
に
つ
い
て

市
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
。

答 

教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、

市
長
部
局
と
も
連
携
の
上
、
地
域

住
民
の
方
々
や
保
護
者
等
の
理

解
・
協
力
を
得
る
取
組
に
つ
い
て
、

今
後
、
検
討
し
ま
す
。

問 

交
通
教
育
専
門
員
の
課
題
は
。

答 

現
在
、
委
嘱
し
て
い
る
交
通

教
育
専
門
員
の
平
均
年
齢
が
75
歳

と
高
齢
化
し
て
い
る
こ
と
に
伴
い
、

健
康
面
を
理
由
に
退
任
す
る
方
が

増
え
て
お
り
、
欠
員
が
生
じ
て
も

成
り
手
が
見
つ
か
り
に
く
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

公
明
党

塩
沢
　
昭
広

障
が
い
の
あ
る
方
へ
の

配
慮
の
取
組
は

問 

投
票
環
境
の
整
備
等
に
向
け

た
投
票
支
援
カ
ー
ド
の
活
用
の
さ

ら
な
る
周
知
強
化
は
。

答 

投
票
支
援
カ
ー
ド
は
、
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
、
支

所
・
公
民
館
等
へ
設
置
す
る
と
と

市
民
の
会

遠
藤
　
崇
広

避
難
行
動
要
支
援
者
の

個
別
避
難
計
画
策
定
の
推
進
を

問 

個
別
避
難
計
画
の
策
定
が
必

要
な
対
象
者
数
と
策
定
状
況
は
。

答 

６
月
末
現
在
の
計
画
作
成
対 ▲平字田町火災発生直後の様子
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も
に
、
広
報
い
わ
き
や
各
種
メ
デ

ィ
ア
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

周
知
・
広
報
に
努
め
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
今
年
度
は
、
新
た
に
、

重
度
の
視
覚
障
が
い
が
あ
る
方
へ

郵
送
す
る
「
音
声
コ
ー
ド
付
き
選

挙
の
ご
案
内
」
に
お
け
る
周
知
も

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
障
が
い
の
あ
る
方
に
配
布
し

て
い
る
「
く
ら
し
の
お
て
つ
だ

い
」
や
全
て
の
選
挙
人
に
郵
送
し

て
い
る
「
選
挙
の
お
し
ら
せ
」
に

よ
る
周
知
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

こ
と
と
な
る
た
め
、
一
部
、
保
護

者
の
負
担
が
生
じ
て
い
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
保

護
者
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
よ
う
、

可
能
な
範
囲
で
、
申
請
書
等
の
簡

素
化
に
係
る
見
直
し
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
手
続
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の

利
便
性
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

職
員
の
業
務
の
効
率
化
も
期
待
で

き
る
こ
と
か
ら
、
他
市
の
先
進
事

例
を
調
査
・
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

創
世
会

狩
野
　
光
昭

大
雨
に
よ
る
浸
水
対
策
は

問 

新
川
・
宮
川
の
浸
水
対
策
は
。

答 

県
で
は
、
宮
川
に
架
か
る
占

有
者
が
不
明
な
橋
梁
の
撤
去
、
河

床
掘
削
・
河
道
拡
幅
の
た
め
の
現

地
測
量
や
設
計
を
進
め
ま
す
。
市

は
、
県
と
連
携
し
、
内
郷
地
区
で

の
住
民
説
明
会
等
を
実
施
し
ま
す
。

買
い
物
・
通
院
・
通
学
の
た
め
の

移
動
手
段
確
保
の
取
組
を

問 

１
人
あ
た
り
年
間
３
万
円
を

交
付
す
る
北
茨
城
市
地
域
交
通
利

用
券
と
同
等
の
取
組
を
実
施
す
べ

き
で
は
。

答 

人
口
や
面
積
、
目
的
地
ま
で

の
移
動
距
離
等
が
異
な
り
、
現
実

的
で
は
な
い
と
捉
え
て
い
ま
す
。

問 

中
山
間
地
に
お
け
る
移
動
手

段
の
構
築
は
。

答 

小
川
地
区
で
は
、
住
民
の
移

動
実
態
や
ニ
ー
ズ
等
を
調
査
し
、

地
域
に
相
応
し
い
移
動
手
段
の
確

保
に
向
け
た
検
討
を
行
い
ま
す
。

女
性
が
活
躍
で
き
る
魅
力
的
な

働
く
場
の
創
設
と
最
低
賃
金
引
上
げ
を

問 

市
独
自
の
工
場
等
立
地
奨
励

金
及
び
本
社
機
能
移
転
等
事
業
者

奨
励
金
の
効
果
は
。

答 

研
究
開
発
や
総
務
・
管
理
、

情
報
処
理
部
門
な
ど
、
若
者
や
女

性
が
魅
力
を
感
じ
、
や
り
が
い
を

実
現
で
き
る
職
種
の
創
出
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

問 

最
低
賃
金
１
５
０
０
円
の
早

期
実
現
に
向
け
た
考
え
は
。

答 

国
の
支
援
制
度
の
周
知
広
報

や
市
独
自
の
上
乗
せ
補
助
等
で
企

業
の
賃
上
げ
を
後
押
し
し
ま
す
。

公
共
施
設
等
の
数
を
半
減
す
る

市
の
「
個
別
施
設
計
画
」
に
懸
念

問 

２
０
６
０
年
頃
に
公
共
施
設

等
の
数
を
約
半
分
に
縮
減
す
る
個

別
施
設
計
画
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

低
下
に
つ
な
が
る
の
で
は
と
の
市

民
の
意
見
に
対
す
る
考
え
は
。

答 

公
共
施
設
等
の
数
を
半
減
す

る
こ
と
が
前
提
で
は
な
く
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
方

策
を
市
民
の
皆
様
と
考
え
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

山
や
鳴
き
砂
等
で

観
光
振
興
を

問 

障
が
い
者
等
の
方
が
安
心
し

て
旅
行
が
で
き
る
取
組
は
。

答 

観
光
サ
イ
ト
内
に
バ
リ
ア
フ

リ
ー
情
報
を
追
加
す
る
な
ど
、
環

境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

問 

冬
山
宣
伝
等
の
取
組
は
。

答 

登
山
後
の
温
泉
入
浴
や
食
事

等
の
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

問 

鳴
き
砂
の
観
光
資
源
と
し
て

の
活
用
は
。

答 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鳴
き
砂
を
守
る

会
と
連
携
し
、
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

問 

教
育
現
場
に
お
け
る
障
が
い

児
に
係
る
手
続
等
に
つ
い
て
、
デ

ジ
タ
ル
化
も
含
め
た
簡
素
化
は
。

答 

給
付
制
度
に
係
る
手
続
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
保
護
者
か
ら
各

学
校
を
通
じ
、
申
請
書
や
収
入

額
・
需
要
額
調
書
に
加
え
、
添
付

資
料
と
し
て
、
振
込
先
口
座
の
通

帳
の
写
し
等
の
提
出
を
求
め
て
い

ま
す
。
同
一
世
帯
で
あ
っ
て
も
、

小
中
学
校
ご
と
に
申
請
書
を
作
成

し
、
そ
の
対
象
者
ご
と
に
収
入

額
・
需
要
額
調
書
の
作
成
を
す
る ▶  投票支援カード

■
そ
の
他
の
質
問

○
消
費
者
問
題
に
対
す
る
取
組
は ▲鳴き砂で製作された砂像

　
こ
の
原
稿
を
作
成
し
て
い
る

今
、
太
陽
を
見
つ
め
、
向
き
を

変
え
る
ヒ
マ
ワ
リ
が
咲
き
誇
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
ヒ
マ
ワ

リ
の
花
言
葉
の
一
つ
に「
光
輝
」

が
あ
り
ま
す
。
光
り
輝
く
、
誉

れ
等
を
意
味
し
、
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
い
わ
き
に
も
通
じ
る
と
感
じ

ま
す
。
市
議
会
は
７
月
定
例
会

を
最
後
に
改
選
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
本
紙
編
集
に
御
尽

力
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
皆
様
が
誇
り
に
思
え
る
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
い
わ
き
に
向
け
、

邁
進
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま

す
。
　
　（
議
会
報
編
集
委
員
）

表

紙

写

真

　
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
で
撮
影
し

た
モ
ミ
ジ
ア
オ
イ
。
花
言
葉
は

「
努
力
の
賜
物
」
で
す
。
７
月
議

会
は
今
任
期
最
後
の
定
例
会
と
な

り
ま
し
た
。
議
員
一
同
の
こ
れ
ま

で
の
努
力
が
し
っ
か
り
と
実
る
こ

と
を
願
っ
て
、
こ
の
写
真
を
選
び

ま
し
た
。
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、

鮮
や
か
な
緋
色
に
咲
き
誇
る
モ
ミ

ジ
ア
オ
イ
。
緋
色
は
、
古
来
か
ら

活
力
の
象
徴
と
さ
れ
て
き
た
色
で

す
。
　

　
こ
れ
か
ら
も
強
い
意
志
を
持
ち
、

最
後
ま
で
情
熱
を
ぶ
つ
け
る
議
会

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
。
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も
に
、
広
報
い
わ
き
や
各
種
メ
デ

ィ
ア
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

周
知
・
広
報
に
努
め
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
今
年
度
は
、
新
た
に
、

重
度
の
視
覚
障
が
い
が
あ
る
方
へ

郵
送
す
る
「
音
声
コ
ー
ド
付
き
選

挙
の
ご
案
内
」
に
お
け
る
周
知
も

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
障
が
い
の
あ
る
方
に
配
布
し

て
い
る
「
く
ら
し
の
お
て
つ
だ

い
」
や
全
て
の
選
挙
人
に
郵
送
し

て
い
る
「
選
挙
の
お
し
ら
せ
」
に

よ
る
周
知
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

こ
と
と
な
る
た
め
、
一
部
、
保
護

者
の
負
担
が
生
じ
て
い
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
保

護
者
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
よ
う
、

可
能
な
範
囲
で
、
申
請
書
等
の
簡

素
化
に
係
る
見
直
し
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
手
続
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の

利
便
性
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

職
員
の
業
務
の
効
率
化
も
期
待
で

き
る
こ
と
か
ら
、
他
市
の
先
進
事

例
を
調
査
・
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

創
世
会

狩
野
　
光
昭

大
雨
に
よ
る
浸
水
対
策
は

問 

新
川
・
宮
川
の
浸
水
対
策
は
。

答 

県
で
は
、
宮
川
に
架
か
る
占

有
者
が
不
明
な
橋
梁
の
撤
去
、
河

床
掘
削
・
河
道
拡
幅
の
た
め
の
現

地
測
量
や
設
計
を
進
め
ま
す
。
市

は
、
県
と
連
携
し
、
内
郷
地
区
で

の
住
民
説
明
会
等
を
実
施
し
ま
す
。

買
い
物
・
通
院
・
通
学
の
た
め
の

移
動
手
段
確
保
の
取
組
を

問 

１
人
あ
た
り
年
間
３
万
円
を

交
付
す
る
北
茨
城
市
地
域
交
通
利

用
券
と
同
等
の
取
組
を
実
施
す
べ

き
で
は
。

答 

人
口
や
面
積
、
目
的
地
ま
で

の
移
動
距
離
等
が
異
な
り
、
現
実

的
で
は
な
い
と
捉
え
て
い
ま
す
。

問 

中
山
間
地
に
お
け
る
移
動
手

段
の
構
築
は
。

答 

小
川
地
区
で
は
、
住
民
の
移

動
実
態
や
ニ
ー
ズ
等
を
調
査
し
、

地
域
に
相
応
し
い
移
動
手
段
の
確

保
に
向
け
た
検
討
を
行
い
ま
す
。

女
性
が
活
躍
で
き
る
魅
力
的
な

働
く
場
の
創
設
と
最
低
賃
金
引
上
げ
を

問 

市
独
自
の
工
場
等
立
地
奨
励

金
及
び
本
社
機
能
移
転
等
事
業
者

奨
励
金
の
効
果
は
。

答 

研
究
開
発
や
総
務
・
管
理
、

情
報
処
理
部
門
な
ど
、
若
者
や
女

性
が
魅
力
を
感
じ
、
や
り
が
い
を

実
現
で
き
る
職
種
の
創
出
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

問 

最
低
賃
金
１
５
０
０
円
の
早

期
実
現
に
向
け
た
考
え
は
。

答 
国
の
支
援
制
度
の
周
知
広
報

や
市
独
自
の
上
乗
せ
補
助
等
で
企

業
の
賃
上
げ
を
後
押
し
し
ま
す
。

公
共
施
設
等
の
数
を
半
減
す
る

市
の
「
個
別
施
設
計
画
」
に
懸
念

問 

２
０
６
０
年
頃
に
公
共
施
設

等
の
数
を
約
半
分
に
縮
減
す
る
個

別
施
設
計
画
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

低
下
に
つ
な
が
る
の
で
は
と
の
市

民
の
意
見
に
対
す
る
考
え
は
。

答 

公
共
施
設
等
の
数
を
半
減
す

る
こ
と
が
前
提
で
は
な
く
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
方

策
を
市
民
の
皆
様
と
考
え
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

山
や
鳴
き
砂
等
で

観
光
振
興
を

問 

障
が
い
者
等
の
方
が
安
心
し

て
旅
行
が
で
き
る
取
組
は
。

答 

観
光
サ
イ
ト
内
に
バ
リ
ア
フ

リ
ー
情
報
を
追
加
す
る
な
ど
、
環

境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

問 

冬
山
宣
伝
等
の
取
組
は
。

答 

登
山
後
の
温
泉
入
浴
や
食
事

等
の
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

問 

鳴
き
砂
の
観
光
資
源
と
し
て

の
活
用
は
。

答 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鳴
き
砂
を
守
る

会
と
連
携
し
、
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

問 

教
育
現
場
に
お
け
る
障
が
い

児
に
係
る
手
続
等
に
つ
い
て
、
デ

ジ
タ
ル
化
も
含
め
た
簡
素
化
は
。

答 

給
付
制
度
に
係
る
手
続
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
保
護
者
か
ら
各

学
校
を
通
じ
、
申
請
書
や
収
入

額
・
需
要
額
調
書
に
加
え
、
添
付

資
料
と
し
て
、
振
込
先
口
座
の
通

帳
の
写
し
等
の
提
出
を
求
め
て
い

ま
す
。
同
一
世
帯
で
あ
っ
て
も
、

小
中
学
校
ご
と
に
申
請
書
を
作
成

し
、
そ
の
対
象
者
ご
と
に
収
入

額
・
需
要
額
調
書
の
作
成
を
す
る ▶  投票支援カード

■
そ
の
他
の
質
問

○
消
費
者
問
題
に
対
す
る
取
組
は ▲鳴き砂で製作された砂像

　
こ
の
原
稿
を
作
成
し
て
い
る

今
、
太
陽
を
見
つ
め
、
向
き
を

変
え
る
ヒ
マ
ワ
リ
が
咲
き
誇
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
ヒ
マ
ワ

リ
の
花
言
葉
の
一
つ
に「
光
輝
」

が
あ
り
ま
す
。
光
り
輝
く
、
誉

れ
等
を
意
味
し
、
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
い
わ
き
に
も
通
じ
る
と
感
じ

ま
す
。
市
議
会
は
７
月
定
例
会

を
最
後
に
改
選
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
本
紙
編
集
に
御
尽

力
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
皆
様
が
誇
り
に
思
え
る
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
い
わ
き
に
向
け
、

邁
進
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま

す
。
　
　（
議
会
報
編
集
委
員
）
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ワ
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セ
ン
タ
ー
で
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影
し

た
モ
ミ
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ア
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花
言
葉
は

「
努
力
の
賜
物
」
で
す
。
７
月
議

会
は
今
任
期
最
後
の
定
例
会
と
な

り
ま
し
た
。
議
員
一
同
の
こ
れ
ま

で
の
努
力
が
し
っ
か
り
と
実
る
こ

と
を
願
っ
て
、
こ
の
写
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を
選
び

ま
し
た
。
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、

鮮
や
か
な
緋
色
に
咲
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る
モ
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ジ
ア
オ
イ
。
緋
色
は
、
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ら

活
力
の
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と
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色
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す
。
　

　
こ
れ
か
ら
も
強
い
意
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を
持
ち
、

最
後
ま
で
情
熱
を
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け
る
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会

に
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る
こ
と
を
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て
。
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いわき市議会公式ホームページからも、いわき市議会だより「ほうれんそう」データ版をご覧いただけます。PB 12

本
年
９
月
末
の

議
員
任
期
満
了
を
迎
え

　
今
期
定
例
会
は
、
議
員
と
市
長

等
が
、
最
後
の
論
戦
を
交
え
た
定

例
会
と
な
り
ま
し
た
。

デジタル社会検討特別委員会
　ＤＸが世界の潮流となる中、本市

におけるデジタル社会の実現に向け

た課題等の調査等の結果を踏まえ、

今期定例会最終日に委員長報告とし

て、市へ提言しました。

詳細はこちらから➡
▲「神戸市のＤＸについて」の行政視察 ▲委員長報告による提言（７月定例会）

議会改革推進検討委員会
　市議会におけるＩＣＴ化の推進に

向けて、ペーパーレス会議システム

の試行運用など、今期の調査検討事

項の結果や次期への引継事項をとり

まとめ、議長に報告しました。

詳細はこちらから➡
▲議会改革推進検討委員会の様子 ▲正副委員長から正副議長へ報告

政策提案検討委員会
　「再生可能エネルギー発電施設の

適正な導入及び管理に関する提言

書」に関して調査・検討を進め、と

りまとめた結果を議長に報告しまし

た。

詳細はこちらから➡
▲ユーラス田人ウインドファームの現地視察 ▲正副委員長から正副議長へ報告

災害等対策推進特別委員会
　自然災害等に対する防災・減災・

克災等に向けた政策に関する事項の

調査等の結果を踏まえ、今期定例会

最終日に委員長報告として、市へ提

言しました。

詳細はこちらから➡
▲東池袋雨水調整池での現地視察 ▲委員長報告による提言（７月定例会）

委 員 会 か ら の 提 言 ・ 報 告


